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薩摩川内市立高来小学校

校長 岩元 秀光

校長室の歴代校長写真の真ん中に堂々と掲げられた学

校沿革史に、「明治２年、講道館と名付けてこの地で教

授」と記されてあります。まさに、高来小学校は１５５

年という歴史と伝統のある学校です。そこで育ったたく

さんの卒業生は、郷土をはじめ全国各地で活躍されてお

られます。また、偉人と称される方々も少なくはありません。

現在、ウィズコロナの中で、子供たちは日々の授業はもちろん、様々な学校行事

や体験活動を保護者の皆様や高来・陽成の地域の皆様の御理解・御協力をいただき

ながら実施しています。地域の中で大切に育まれている子供たちです。

さて、高来小学校の現在の校歌（旧校歌もありました）は昭和２２年、当時校区

に在住されていた樋渡利明さん（作詞）と紙屋冬一さん（作曲）の手により作られ

ました。お二人は幼なじみで学校の先輩後輩の間柄であったそうです。紙屋さんは、

朝鮮の師範学校で教員をされているときに終戦になり、日本に引きあげとなって川

内の生家に帰って来られました。そのとき、母校の高来小学校で教頭をされていた

樋渡さんと再会され、作曲の依頼を受けて校歌が出来上がったそうです。（「たか

き」１２０周年記念誌から）

本校の正門から入ると左手に、１２０周年の記念碑があり、そこには「清く明る

くたくましく」と刻まれています。それは、昭和６３年に制定された「校訓」です。

私はそれを見るたびに、昭和２２年から歌い継がれた、校歌の「清く明るく朗らか

に」のフレーズと重なり、先輩方の「次代を担う子供たち」への熱い思いを感じず

にはいられません。

各家庭でお子さんと一緒に歌い、そして地域の中でも話題にしていただけたらあ

りがたいです。『山紫に 水清く・・・♪』

※ お子さんと一緒に歌ってみてください。

「清く 明るく 朗らかに」そして「清く 明るく たくましく」

～ 重なる思いを子供たちに ～
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